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はじめに

アメリカンアーキビスト協会 (Societyof 

American Archivists、以下SAA)の年次大会

が、 2009年8月11日から16日までテキサス州

オーステイン (Austin)のヒルトン ・オース

テイン・ホテルにおいて開催された。

筆者は 9日に現地へ到着 し、 16日にオース

テインを離れるまで、大会のフル期間を滞在

した。筆者がSAAの年次大会に参加するの

は、 2008年サンフランシスコ大会 1)に続き 2

度目である。サンフランシスコ大会では、

セッションに参加したり、懇親会で交流を楽

しんだりして、アメリ カのアーカイブズ事情

に触れることをしていたが、このたびの参加

では、大会のープログラムであるリサーチ

フォ ーラ ム (ResearchForum)においてポス

ター発表を行った。

SAAとは1936年に設立され、北アメリカに

おいて最も古く、最も大きな全国的アーカイ

ブズ職業団体である。 SAAの使命 (mission)

とは、 5，000以上いる個人や組織会員に対し、

教育的、情報的ニーズにこたえ、歴史的価値

のある記録を識別し保存し利用することを確

実にするための リーダーシップを提供するこ

ととしている 2)。

今年の 大 会 の テーマは rSustainabl巴
Archives:Austin' 09 (持続可能なア ーカイブ

ズ:オーステイン2009)J3)である。プログラ

ムの表紙にはマイクのイラス トが描かれてい

る。オーステインとはラ イブの街として有名

で、おそらくそれを象徴しているのだと思

う。確かにオーステイン市内のメイン道路に

あるほとんどの飲食庖には、ライブ用のス

ペースカf設けてあり 、ミュージシャンたちの

演奏がいつも 聞こ えていた。

今回の大会には、学習院大学大学院アーカ

イブズ学専攻の森本祥子助教、博士後期課程

の坂口貴弘、博士前期課程の筒井弥生、同課

程の平野泉と参加を した。なお、大会の参加

者は、大会事務局によれば1270人ということ

だった。以下、大会の様子を報告する。

オースティン市内の様子

2 大会の内容

大会テーマは、「持続可能なアーカイブズ:

オーステイン2009Jである。そして今年は州

アーキビス ト協 議 会 (TheCouncil of State 

Archivists、以下CoSA)との共同開催であ っ

た。大会プログラム委員会によれば、 多くの

セッシヨンは、大会テーマとSAAやCoSAの

戦略的優先課題を結びつけているという 。

SAAでは特に rTechnology (技術 )J、

r Diversity (多様性 )J、そして rPublic 

A wareness/ Advocacy (社会的関心/アドボカ

シー)Jを課題にしてお り、一 方CoSAは
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IEnsure Ongoing Viability (現在行われている

実現可能性を確保する)J、ISecure Funding 

(資金確保)J、IProvid巴 Service(サービスの

提供)J を目標にあげている 4)。

本プログラムは 8月11日から16日である

が、これに先立って 9日10日そして11日に

ワークショップが行われていた。これは本プ

ログラムへの理解の助けになったり、また職

場に戻ったとき、すぐ役に立つ新たな知識と

スキルを身に付けたりできることを目的とし

ている。そのような意図があるので、講師と

受講者の交流を確実にするため、クラスサイ

ズは制限をされている。そしてこれはあらか

じめ申し込んでおく有料のものである。今回

は13のワークショップが用意されていた。例

えば、 IRecordsManagement for Archivists 

(アーキピストのためのレコードマネジメン

ト)J、IStyle Sh巴巴tsfor EAD (EAD (Encoded 

Archival Description)のためのスタイルシー

ト)J、IBigE-Refer巴nceon a Little Budget (小

さな予算で大きなかレファレンス)Jなどを

あげておく 5)。

会期中のセッシヨンは 8月13日14日15日の

3日間で、 76も設けられていた。これはひと

つの時間帯で10ないし11の会場を使い、セッ

シヨンを同時に行うことになっていた。そし

て60分または90分の内容で、司会者と複数の

報告者で進行される。筆者が参加したものを

示すと、 13日に参加したセッションは、

I Sustaining th巴 Globaland Local Archival 

Profession through R巴 conc巴ptualizedEducation 

(再概念化された教育を通じて広域的そして

ローカル的なアーカイブズ職業を支える)J、

14日は ISAA Fellows Speak Out on Advocating 

for archives Programs (アーカイブズ・プログ

ラムのための提言に、 SAAフエローがずばり

言 う)J、 ISeeing the Forest: Environmental 

Sustainability and Archives (森を見ること:環

境における持続可能性とアーカイブズ)J、そ

して15日は IArchives and Records Management 

Programs: Making the Case to Local Govemment 

Officials (アーカイ ブズとレコードマネジメン

トプログラム:地方政府職員へその問題を明

らかにすること )J、 I Local Govemment 

Archives in an Age of Cutbacks (合理化時代の

地方政府アーカイブズ)Jである。SAAのWeb

サイトにすべてのセッションの概要と報告者

の略歴が掲載されている 6)。

さてセッション以外の企画では、会長演

説、非会員でも聞くことのできる 円卓会議、

授賞式、学生フォ ーラム、企業展示、映画上

映、 書籍販売などがあった。

企業展示の様子

3 ポスター発表

3-1リサーチフォーラムとは

筆者は一緒に参加した学習院大学大学院

アーカイブズ学専攻の友人ら共に、リサーチ

フォーラムで研究発表を行った。

このフォーラムはテーマを持っており、今

回は昨年の2008年と同様、 IFoundations and 

lnnovations (基礎と革新)Jであった。実はこ

のフォーラムは、 2007年より始まったばかり

で今回で3度目である。

このフォーラムの主旨は、「アーカイブズ

とレコードマネジメントに関係があって、研

究イニシアチブについて、情報を議論して共

有する機会を提供することjとしている 7)。

これへの参加者として、研究者、実務者、教

育者、学生などアーカイブズとレコードマネ

ジメントの全域で好奇心がそそられるあらゆ

る部門にいる人たちを歓迎するとしている。

過去 2回すでにリサーチフォーラムが催さ

れているが、そこでの参加者の反応とは、応

用研究に向けた純粋な研究から革新的な実践



までを含む、全領域の研究活動がとても興味

深いもので、アーカイブズコミュニティの価

値を高めるものであったことが裏付けられた

としている。そこで、 2009年リサーチフォー

ラムは、 前回の成功をもとに前進しよ うとい

うものであった。ちなみに2007年のテーマ

は、 IBuildingBridges betwe巴nResearch and 

Practice (研究と実践の聞の橋渡しをするこ

と)Jであった。

リサーチフォーラムでの発表の形態は、口

頭かポスターで行われる。今回のスケジュー

ルは、まず口頭発表者をテーマ別に5つセッ

ションに分け、それに従い発表順が決められ

ていた。口頭発表で構成される 5つのセッ

ションのう ち、3つ済んだとこ ろで、ポス

ターセッションの時聞が設けられている。そ

の時間はポスター発表者が、自分のポスター

の横に立つことになっている。そしてギャラ

リーは発表者に説明を求めることができる。

また、発表者も自己の研究をア ピールする時

間となっている。

そのあと再び口頭発表のセッション 2つが

行われ、リサーチフォ ーラムのすべてのスケ

ジュールが終了となる。ポスターはあらかじ

めフ ォーラムが始まる前に、リサーチフォー

ラム委員会が用意したボードに貼り付け、こ

れも用意されたイ ーゼルに立てかけて、会場

の後方に配置することとなっていた。

今回の口頭発表者は19名であ った。ポス

ター発表者は、筆者を含め28名であった。 口

頭発表の5つに分けられたセッシ ョンのテー

マと は、

. Session 1 : Content Management Perspectives 

(コンテンツ管理の視点)

. Session 2 : Collection Management Tools and 

Practice (コレクション管理ツールと実践)

. Session 3・ AC+erm -Acc巴leratingpositiv巴

change in e-records management (電子文書に

おいて加速するポジテイブな変化)

. Session 4: Formulating Community Practic巴

(コ ミュニティ 実践の定式化)

. Session 5・ Automation of Preservation 
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Functions (保存機能のオートメーション)

であ った8)。 実際に発表者として参加 して

いたのは、筆者らのよ うな学生よりも、 実務

者が多かった。そして企業に所属している発

表者もいた。

3-2発表までの流れ

今回のリサーチフォーラムの応募の締め切

りは、 2009年 5月1日であった。応募に必要

なこと は、まず発表の要旨を250語以内にま

とめることである。そしてメール添付にて発

表要旨を送る とき、口頭かポスターかの希望

する発表形態を委員会に知らせるのである。

口頭発表の場合、最終的な発表者の数によ る

と思う が、与えられる時間はおおよそ10分間

である。筆者は応募の際、なるべく口頭での

発表を望んでいるが、ポスターでも構わない

とした。

応募の結果は 6月15日にメ ールにて通知さ

れることになっていた。実際結果を受け取っ

たのは、時差の関係もあってか、6月17日深

夜 1時過ぎで、筆者はポスターでの発表が許

された。筒井、平野もポスター発表とな っ

た。坂口は口頭発表で審査を通った。

次にすることといえば、委員会から、 6月

30日までに、確定させた発表要旨と発表者の

略歴をどちらも300語を上回ら ないようにし

て送るよう指示があった。そしてポスタ ーの

大きさは32インチ (約81センチ) X40インチ

(約101センチ)で、現地で掲示の際にはボー

ドを提供するということであった。

さらに、参考にするとよい一般的なヒン ト

として、図形を効果的に用いること、文字は

4フィ ート(約l.2メート ル)離れた距離から

でも容易に読めること、フォ ントは16から48

の間で保つこと、ポスタ ーを適当に分割 し

て、タイ トル ・作成者 ・要約 ・研究方法 ・結

果またはデー 夕、結論またはまとめという構

成にする こと、などといったような助言が

あった。

そ して仕 上 げたポスタ ーを、PDFかppt

(PowerPoint)またはjpegなどのファ イルで、
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本番までに委員会に送らなければならなかっ

た。これはWebに掲載するためである。現

在、各ポスターと発表要旨、また口頭発表者

のスライドと発表要旨がSAAのWebサイ トに

掲載されている 9)。

筆者は、ポスタ ー作成にPowerPointを使用

した。アメリカヘ発つ前に、指導教員や専攻

の友人らにアドバイスを仰ぎ、また和風の色

調を用いたかったので、いくつか案を示した

ところ、竹の緑色を基調としたデザインに決

まった。

その後、委員会から指示があ ったのは、

オーステインに到着 してからのことで、大会

の総合受付でフォーラムの始まる前にチェッ

クインを済ませるよういわれた。

3-3 ポスターセ ッションの様子

フォーラムは 8月11日の 9時から17時ま

で、 一日中行われた。当日、設営はフォーラ

ムが始まる 1時間前の 8時から行うことに

なっていた。ポスターを貼り付けるボードと

セロハンテープや画鋲が用意されており、ポ

スター発表者各々が、発砲スチール製のボー

ドを床に置いて、各自持ち込んだポスターを

止めていた。そしてイーゼルにそれを立てか

け、会場の後方、壁に沿ってポスタ ーを並べ

た。

筆者が作成したポスターは、 IArchival 

Awareness in Japanese Local Govemments (日本

の地方自治体のアーカイブズ認識)Jというタ

イトルである。筆者の発表内容は、日本にお

ける地方自治体の文書管理とアーカイブズの

現状をいくつかの方法を用いて分析し、そこ

から傾向をとらえ、自治体アーカイブズの特

徴としてまとめた。そして、それの問題とな

ることを指摘し、母体組織と公文書館のより

よい関係を筆者なりに導いた。

日本でのアーカイブズ学における研究発表

とは、口頭で行うか、学会誌に論文を掲載す

る方法しか筆者は知らない。そこで、自分の

研究を紙一面で示すことの体験は、ポスター

をデザインするという、 別のスキルの必要性

を感じながら初めて取り組んだ。

他の発表者のポスターはデザイン性が高い

ものばかりで、口頭発表もそうであったが、

具体事例を題材にした内容が多かった。

リサーチフォーラム会場でのポスター展示

口頭発表が首尾よく進んでいき、ポスタ ー

セッションの時聞がきた。筆者は英語がたい

へん苦手である。そこでゆっくりならなんと

かコミュニケーションがとれるだろうと思

い、本番には筆談用紙を持ち込んだ。また一

緒に参加している英語が得意な友人や森本助

教も近くで見守っていてくれた。

しかし、ポスターセッションが始ま ったと

たん、筆者の周辺のポスター発表者たちは、

懸命にギャラリーへ 「説明しましょうか ?J

と声をかけ、さらにパソコンを取り出し、自

分たちの研究をさかんにアピールしていた。

筆者は緊張したまま 1時間、周囲に圧倒され

続けていた。

もし次の機会があるとするならば、マイ

ペースを維持するため、自分のポスターは最

も端に配置し、周囲の発表者らの会話から離

れることだろう 。これで落ち着いて対応がで

きる場所が確保できる。またはしっかりと英

語力を磨くかである。

ポスターはフォーラム終了後、場所を移動

させて、ホワイエに大会期間中展示された。

4 アーカイブズ機関の訪問

オースティン市にはテキサス大学オース

テイン校がある。このキャンパスの情報学部

には、 2008年10月に来日し学習院大学で公開



講演をされた、アーカ イブズ学教授デイビッ

ト・ グレイ シー氏 (DavidB. Gracy II )がおら

れる。グレイ シー教授が日本に滞在されてい

るとき、アーカイブズ学専攻の学生に講義を

してくださ ったり 、こちらからは懇親会を設

けたりして交流を深めた。このたび筆者らは

l年ぶりにグレイシー教授と再会することが

できたのである。

グレイシー教授は、今回のSAA大会がオー

ステインで開催されることもあり、大会では

重要な役割をされていたり 、また先に述べた

本プログラムに先立って催されるワ ーク

ショップで講師を務められたり、お忙 しく し

ていらっしゃ った。

筆者ら学習院グループは、 グレイシー教授

のお世話になり、ドルフ・ブリスコウ ・アメ

リ カ歴史センタ ー 10) (The Dolph Briscoe 

Center for American History)の見学 を行うこ

とができた。この機関は、テキサス大学の文

書館であり 、またテキサス州に関する歴史資

料を収集 している機関で もある。このセン

ターではテキサス大学の学生をインターンと

して受け入れている。

いくつか資料を見せていただいたう ち、一

つ取り上げると、例えば「テキサスの父Jと

呼ばれているスティ ーブン ・オーステイン

(Stephen Fuller Austin)のコ レクションが

あった。このコレクションの年代は1676年か

ら1889年に至る。当時スペイン領であったテ

キサスに、スティーブンの父モーゼ (Moses)

がアメリカ人 の入植を進め た。そしてス

ティーブンのとき、テキサス州を成立させよ

うと独立運動を起こしたという歴史がある。

センターでは、オーステイン父子の貴重な

コレクシ ョンを修復維持するため、「アメ リ

カの財 産を 保存する連邦補助 金 (Save

America's Treasures federal grant) Jを受け た

11)。この補助金は、 19世紀のテキサス史研究

のための基本的なコレクションの維持を目的

としている。そ こで、オ ーステインコレ ク

ションがそれに該当するので、その保存費用

があてられたと いうこ とである。
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この大会 には、リ ポ ジ トリー ツアー

(Repository Tour)という企画がある。これ

はオースティン市内のアーカイブズ機関を見

学するツアーである。あらかじめ大会事務局

へ申し込みが必要で、たいていの受け入れ機

関では見学者の人数に制限を設けていた。

ドルフ ・ブリスコウ ・アメリ カ歴史セン ター

も、こ のツアーの受け入れ機関のひ とつで

あった。大会参加者の中には、このツアーを

通じて見学を行った方々もいるであろう。筆

者は、この リポジトリーツアーに申し込みを

していなかったが、セッシヨンの合聞を使っ

て、ホテルから近いアーカイ ブズ機関を一般

の利用者として訪問し、閲覧室や展示スペー

スなどを見て歩いた。

筆者が訪れたのは、第36代大統領であった

リンドン ・ベインズ ・ジョンソン大統領図書

館12) (Lyndon Baines Johnson Library & 

Museum)、テキサス州議事堂とビジターセン

タ-13) (The Taxes Capitol and Visitors Center)、

そしてその隣にある州図書館 ・公文書館14)

(Texas State Library and Archives Commission) 

に立ち寄った。

The Texas Capitol (テキサス州議事堂)

テキサス州図書館 ・公文書館では、 カウン

ターにいる職員に「私は日本で地方自治体の

文書管理を研究している学生です。テキサス

州の記録管理に関心があ ります」と告げると、

その職員は、テキサス州のレコー ドマネジメ

ントについて調べるなら参照するとよいサイ

トを示し15)、さらにそのページをプリントア

ウトし、いく つかの リーフ レッ トと合わせて
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渡してくれた。そして機会があれば、レコー

ドセンターの見学を勧めるとアドバイスされ

た。レコードセンターは車が必要な遠隔地に

あり、 筆者は訪問の準備もしていないので行

くことはできなかったが、今後再訪問が叶う

とよいと思った。

5 おしまいに

オーステインでは日中350Cは常にあり、昼

間ず、っと街を歩いていると、体を取り巻く空

気と道路からの照り返しで、とにかく息をす

るのが苦しかった。その反面、ホテルのなか

はひどく冷やしており、あまりの寒さに、時

折外に出て一息つくといったことをしなけれ

ば.ならなカ、った。

アメ リカでは、自治体、教育機関、図書館、

博物館はもちろん、企業や非営利団体にも、

アーカイブズが認識され、整備されている。

実務者が多く参加する大会では、セッション

のほとんどが実務報告を中心とし、それを共

有していこうという環境が作られていた。こ

れだけさまざまな事例があり、参加者には、

まず前提とする定義が共有されているのだろ

うかと思ったぐらいである。

そのような筆者の感想を、会場で出会った

全米日系博物館に勤めるアーキピストに話し

たところ、彼女は「職場で抱える問題のヒン

トを得たいから、実務報告はとても助かるj

という意見であった。ちなみにこのアーキビ

ストは日本人である。留学をきっかけに現職

に就いたということだ、った。日本からの参加

者は、筆者らのグループ以外に見当たらな

かったが、アメリカでアーカイブズの仕事を

している日本人には何人か出会った。

SAAの優先的戦略に「多様性」が掲げられ

ているが、多様なアーカイブズが集うこの大

会で、直面する課題にこのように取り組んで

みたという切り口が多いのは、他業種アーカ

イブズ活動を互いに理解することと、 一方で

共有できる方法論の模索ということだろう

か。

大会のなかで、学際的な話題に筆者は触れ

ることがなかった。またアーカイブズの国際

標準といったたぐいの、グローパルな話題も

あまり聞かれなかった。そうはいっても、ア

メリカは巨大な固なので、アメリカで主流と

なっている記述方法のEADを、多1f.長なアーカ

イブズに普及させていくだけでも、グローパ

ル的ネ見点をともなうのだといってもいいかも

しれない。

このアメリカのアーカイブズの様子をうか

がって感じたのは、あらゆる局面から社会を

検証できる手段を、アメリカは持っているの

ではないだろうかということである。行政の

ような公的組織の他に、社会を構成する一員

として存在する多様な組織のアーカイブズも

きちんと整備しなければ、という「気付きj

がアメリカにはあり、それを実際に実践に移

していく動きに多く触れたのである。そこで

思うのは、これらが有機的に機能するなら

ば、まるでアーカイブズの網が社会を覆って

いるようで、社会を網羅したアーカイブズシ

ステムができあがるように思えたのである。

2010年大会は 8月10日から15日、「アーカ

イブズとレコードJというタイトルで、ワシ

ントンD.C.において開催される16)。関心のあ

る方は、ぜ、ひWebサイトをご覧いただきた

、、。
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